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農
業
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
で

は
、
い
か
に
し
て
農
業
の
担

い
手
を
育
成
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
打
ち
出
さ
れ

た
様
々
な
支
援
制
度
を
利
用

し
、
矢
祭
町
で
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
品
を
生
産
・
販
売
し
て

い
こ
う
と
す
る
若
人
が
い
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
ふ
る
さ
と

矢
祭
町
の
名
前
を
全
国
に
発

信
で
き
る
よ
う
な
高
級
品
種

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
作

り
、
矢
祭
の
価
値
を
上
げ
た

い
と
願
う
若
い
挑
戦
者
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
制
度
を
利
用
し

新
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
を

ProloguePrologue

Check1
青年等就農計画制度

Check2
青年就農給付金

　

青
年
等
就
農
計
画
制
度
と
は
、
将
来

に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
の
担
い
手
に
発
展
す
る
よ
う
な
青

年
等
の
就
農
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た

に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
青
年
等

が
作
成
し
た
「
青
年
等
就
農
計
画
」
を

市
町
村
が
認
定
す
る
制
度
の
こ
と
で
平

成
26
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
成
し
た
青
年
等
就
農
計
画

が
認
定
さ
れ
た
農
家
の
こ
と
を
「
認
定

新
規
就
農
者
」
と
い
い
ま
す
。
認
定
新

規
就
農
者
に
な
る
こ
と
で
左
記
の
よ
う

な
施
策
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

青
年
就
農
給
付
金
と
は
、
平
成
24
年

か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、
就
農
予
定
時

の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
就
農
予
定

者
の
農
業
大
学
校
や
先
進
農
家
等
で
の

就
農
前
研
修
を
支
援
す
る
準
備
型
（
年

間
１
５
０
万
円
、
最
長
２
年
間
）
と
45

歳
未
満
の
新
規
就
農
者
が
就
農
直
後

か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
を

支
援
す
る
経
営
開
始
型
（
年
間
最
大

１
５
０
万
円
、
最
長
５
年
間
）
が
あ
り

ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
に
は
、
都
道
府
県
等

や
市
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

平成28年度
新規就農者

青年就農給付金受給者内訳

準備型受給者
経営開始型受給者

自営 雇用

238 16 4
50

（このうち13人は準備型
からの継続受給者）

＊準備型から経営開始型への継続受給は、自営就農の場合
のみ可能。

県内青年就農給付金受給者内訳　　　　　   　　 （単位：人）

出典：福島県農林水産部農業担い手課「平成 28 年度新規就農者数調査より

・青年等就農資金（無利子融資）

・青年就農給付金（経営開始型）

・担い手確保・経営強化支援事業、　　　　　   

   経営体育成支援事業（融資主体型）

・経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ対策）

・認定新規就農者への農地集積の促進

・農業者年金保険料の国庫補助（青色申告者に限る）

認定新規就農者が利用できる施策

［特集］

挑戦者
【若人の新たな試みを追う】
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新
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試
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ましこたくや●25歳。茗荷在住。趣味はスキー、
スノーボード。大子清流高校卒業、茨城県立農
業大学校農業学科果樹コース卒業。

Profi le

１増子さんが管理・栽培しているハウス
２シャインマスカットの苗木
３ハウス内の木の手入れをする増子さん２

１

３

　

今
年
は
販
売
で
き
る
ま
で

の
収
穫
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
矢
祭
産
を
全
面
に
押

し
出
し
た
商
品
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
１
８
号
沿
い
に
直
売
店
を

構
え
て
売
り
出
し
、
こ
の
通

り
が
活
気
づ
く
こ
と
に
貢
献

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
の
作
っ
た
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
が
み
な
さ
ん
の
手

に
届
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
栽
培
を
続
け
ま
す
。

１
１
８
号
沿
い
に

店
を
構
え
て
活
気
を

年　度 Ｈ23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 前年度対比

新規就農者数 182 142 224 166 212 238 26

区　分 Ｈ23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 前年度対比

40歳未満 140 94 154 122 170 170 0

40歳以上 42 48 70 44 42 68 26

区　分 Ｈ23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 前年度対比

男　性 151 111 170 138 157 177 20

女　性 31 31 54 28 55 61 6

女性の割合（％） 17 22 24 17 26 26 0

　矢祭町農業にとって、他

県の農場で地域特色の技術

を学び、Ｕターンで矢祭に

戻ってくる増子拓也さんの

ような若い新規就農者が増

えるということは、高齢化・

担い手不足が心配される矢

祭町において非常にありが

たいことと思っています。こ

れからの矢祭町農業を支え

ていく要となっていくこと

を期待すると同時に、培って

きた技術を存分に発揮して

いただき、矢祭町産ブランド

を確立し広く発信していた

だきたいと考えています。

　私も農政担当として、まだ

まだ未熟な部分ばかりでは

ありますが、頼れる相談相手

になれるようにともに成長

していきたいと思っていま

す。新規就農に興味のある方

はお気軽にご相談下さい。



◆小児インフルエンザ予防接種の助成について（新規）
対象者

矢祭町内に住所を有する、満1歳から18歳以下
（任意接種のため、接種について法律上の義務はありません）

接種回数及び
助成回数

・満1歳から13歳未満▶2回
・13歳以上18歳以下（高校3年生相当の方まで）▶1回

助成期間 平成28年11月1日～平成29年1月31日

町助成額 １回あたり2,000円

自己負担額 接種料金から町助成額（2,000円）を差し引いた額

実施医療機関
東白川郡内の医療機関及び岩佐医院（事前に必ず予約をしてください）
＊上記以外の医療機関で接種した場合は、一時立て替え払いをしていただき、後日手続きが必要とな

ります。詳細は、下記の支払方法をご覧ください。

持参するもの 健康保険証、母子健康手帳

支払方法

満1歳～中学3年生

●郡内の医療機関及び岩佐医院の場合
　・医療機関が定める接種料金から町助成額
　　を差し引いた額を医療機関の窓口にお支
　　払いください。
●郡外の医療機関の場合
　・医療機関に接種料金を全額支払い、後日
　　指定の口座に町助成額をお振込みします。
　　接種後、山村開発センター窓口で請求の
　　申請を行ってください。申請の際は、母
　　子健康手帳・印鑑・領収書、振込先通帳
　　をご持参ください。

高校1年生～高校3年生相当
（平成10年4月2日～平成13年4月1日生の方）

　・医療機関に接種料金を全額支払い、後日
　　指定の口座に町助成額をお振込みします。
　　接種後、山村開発センター窓口で請求の
　　申請を行ってください。申請の際は、母
　　子健康手帳・印鑑・領収書、振込先通帳
　　をご持参ください。

その他
左記【接種前の留意点】をよくご覧の上、医療機関に必ず予約を入れてから
接種してください。

◆高齢者インフルエンザ予防接種の助成について

対象者
矢祭町内に住所を有する、65歳以上及び60歳から65未満で心臓、じん臓、呼吸器の機能障害のある方、
または、人免疫不全ウィルスによる免疫機能に障害がある方（身体障害者手帳1級相当の方）

接種回数及び
助成回数 1回

助成期間 平成28年11月1日～平成29年1月31日

町助成額 １回あたり2,000円

自己負担額 接種料金から町助成額（2,000円）を差し引いた額

実施医療機関
県内の医療機関及び下記の県外指定医療機関（事前に必ず予約をしてください）
県外指定医療機関▶慈泉堂病院、大森医院、久保田医院、藤井病院、吉成医院となります。その他の県外医療機関で
　　　　　　　　　の接種を希望される方は、事前に山村開発センターへ電話等でご連絡ください。

持参するもの
・健康保険証
・60歳～65歳未満の方は身体障害者手帳（1級）
・65歳以上で生活保護世帯の方は予防接種依頼書

支払方法 医療機関が定める接種料金から町助成額を差し引いた額を医療機関の窓口にお支払いください。

その他 下記【接種前の留意点】をよくご覧の上、医療機関に必ず予約を入れてから接種してください

●予診票は各医療機関に備え付けてあります。必要事

　項を記入し、　医師の診察を受けてから接種してくだ

　さい。

●上記助成期間外に受けた方は、助成の対象とはなり

　ませんのでご注意ください。

●予防接種を受ける前に、予診票裏面に記載されてい

　る注意事項をよくお読みください。



暮らし
ＮＡＶＩ

鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

鈴木貴史
さいたま市消防局

千葉大樹
矢祭中学校教諭

鈴木修宏
白河消防本部

藤田剛
福島大学２年

菊池拓哉
修明高校３年

金澤舞
学法石川高校２年

高沢一希
日大東北高校２年

鈴木雅大
塙工業高校２年

熊田真央
矢祭中学校２年

檜山侑那
矢祭中学校１年

藤井隆則
矢祭中学校１年

鈴木蓮
矢祭中学校１年

菊池竜馬
日大東北高校１年

本多白篤
塙工業高校１年

檜山椋華
矢祭中学校３年

金澤凌真
矢祭中学校２年

鈴木航志郎
矢祭中学校２年

◆暖房器具は正しく使いましょう。
◆タバコの投げ捨ては、絶対にやめましょう。
◆屋外でのたき火は火事になる危険があるので、絶対にやめましょう。
◆屋外で喫煙する時には、吸い殻をしっかり確認して、十分に注意しましょう。



補
正
予
算
第
１
号
（
４
月
専
決
）　

補
正
予
算
額 

76
万
４
千
円　

歳入
48億
1,600 万円

町税
9億 6,000 万円
20％

地方交付税
18 億 3,300 万円

38％

国県支出金
6億 6,900 万円

14％

繰入金
1億 2,800 万円

3％

町債
5億 7,200 万円

12％

その他
1億 7,400 万円

4％

地方譲与税等
1億 5,900 万円

3％

繰越金
3億 1,500 万円

6％
歳出
43億

3,600 万円

物件費
8億 5,400 万円
20％

補助費
7億 1,000 万円
16％

人件費
4億 6,800 万円
11％

その他
3億 2,500 万円

7％

普通建設事業費
9億 500 万円
21％

扶助費
2億 7,100 万円

6％

繰出金
4億 4,100 万円
10％

公債費
3億 2,900 万円

8％

3,300 万円
1％

維持補修費
災害復旧費

補
正
予
算
第
２
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額 

５
８
１
万
３
千
円

■
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
設
備
修
繕
工
事
費

に
８
６
７
万
２
千
円
、
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
５
３
２
万
９
千
円
、

補
正
予
算
第
３
号
（
７
月
専
決
）

補
正
予
算
額 

３
万
円

■
中
子
・
宮
平
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

１
１
２
万
９
千
円
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も

園
園
路
排
水
工
事
費
２
３
９
万
５
千

円
な
ど
を
増
額
し
、
予
備
費

４
９
８
万
８
千
円
を
減
額
し
て
、
予

算
総
額
を
52
億
４
，
３
６
０
万
７
千

指標名

矢祭町の比率
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準平成27年度 平成26年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 0.9 1.5 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
平成27年度 平成26年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

補
正
予
算
第
４
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額 

１
億
３
，
５
１
９
万
６
千
円



支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

388,872 円
（10.8％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

873,511 円
（24.3％）

医療費・学費
【扶助費】

224,703 円
（6.2％）

貯金の取崩し
【繰入金】

95,335 円
（2.6％）

ローン返済
【公債費】

273,019 円
（7.6％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

235,652 円
（6.5％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

750,925 円
（20.9％）

貯金利子など
【雑入等】

97,271 円
（2.7％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

709,121 円
（19.7％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

1,870,631 円
（52.0％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

589,585 円
（16.4％）

銀行などからの借入
【町債】

427,599 円
（11.9％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

27,405 円
（0.8％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

366,329 円
（10.2％）

貯金など
【積立金・貸付金】

270,041 円
（7.5％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 8億4,402万7千円 8億4,347万7千円 国保世帯数▶ 918 世帯　被保険者数▶1,591人　

水 道 事 業 特 別 会 計 2億7,630万9千円 2億 676万 1千円
給水件数▶ 1,942 件　人口▶ 5,138 人　
給水普及率▶ 85.0％

工場団地造成事業特別会計 644万7千円 435 万 9千円 造成地の草刈等維持経費等

宅地造成事業特別会計 175万1千円 112 万 6千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 3,128万6千円 3,007万5千円 排水人口▶537 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 5億7,526万4千円 5億2,759万8千円
要介護認定者数▶ 297 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 1,546 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 903 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億3,043万円 1億2,997万8千円 被保険者数▶ 1,265 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 85万円 11万2千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 19区画

職員数 対前年

増減数
主な増減理由

平成 27年 平成 28 年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 3 1 3 0
税　　務 4 3 ▲ 1 事務の見直しによる減
民　　生 8 1 1 3 欠員補充による増
衛　　生 4 5 1 業務内容充実のため増
農林水産 5 4 ▲ 1 事務の見直しによる減
商　　工 1 1 0
土　　木 2 2 0
小　　計 3 8 4 0 2

特別行政
部　　門

教　　育 1 4 1 4 0

小　　計 1 4 1 4 0

公営企業等
会計部門

水　　道 2 2 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 6 6 0

小　　計 8 8 0

合　　計
60
［75］

62
［75］

2
［0］

21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

一 般行政 職員数 51 51 51 51 50 49 52 54

公営企業等 職員数 8 8 8 8 9 9 8 8

計 職員数 59 59 59 59 59 58 60 62

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分



区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 平成27年度支給割合

  ６月期　 1.40月
12月期　 1.50月

計 2.90月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

区分 住民基本台帳人口
（平成27年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

平成26年度の人件費率

平成27年度 平成28年 3月 31日現在
6,125人 42億 7,736万 5千円 2億 1,702万 6千円 5億 4,154万 8千円 12.6％ 10.4％

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

平成27年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

平成28年度 54人 2億 277万 1千円 2,947万 3千円 7,298万円 3億 522万 4千円 565万 2千円 584万 8千円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.60歳 310,529円 355,886円

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 181,700 円 195,500 円
高校卒 148,700 円 158,700 円

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 16人 31.0％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 7人 13.0％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 2人 4.0％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 9人 17.0％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 13人 25.0％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 5人 10.0％

合計 52人 100％

平成27年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.225月
2.55月

6月 0.75月
1.6月

12月 1.325月 12月 0.85月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 21人
その他の研修 0人

計 21人

※
町
が
発
注
し
た
、
予
定
価
格
が
１
３
０
万
円
を
超
え

る
工
事
の
入
札
結
果
で
す
。

入
札
結
果

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成28年度林道江戸塚・砂崩
下線路肩補修工事

平成 28 年
9 月 8 日 － 不調 － －

平成28年度林道大沢線舗装工
事

平成 28 年
9 月 8 日 － 不調 － －

平成28年度林道滝川西線路肩
補修工事

平成 28 年
9 月 8 日 － 不調 － －

平成28年度町道東舘・追分線
道路舗装補修工事

平成 28 年
9 月 8 日

（30,983,040 円）
27,075,600 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

宝  坂  字
川岐地内外

平成 28 年 9月 9日～
平成 29 年 3月 31 日

平成28年度町道道坂線道路改
良工事

平成 28 年
9 月 8 日

（8,807,400 円）
8,046,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

中 石 井 字
小野沢地内

平成 28 年 9月 9日～
平成 29 年 2月 28 日

平成28年度町道下古宿・枇杷
平線維持工事

平成 28 年
9 月 8 日

（8,860,320 円）
7,700,400 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

下関河内字
椚 平 地 内

平成 28 年 9月 9日～
平成 29 年 2月 28 日

平成28年度大垬字道清地内暗
渠改修工事

平成 28 年
9 月 8 日

（4,385,880 円）
4,341,600 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

大  垬  字
道 清 地 内

平成 28 年 9月 9日～
平成 29 年 2月 28 日

平成28年度矢祭町温泉交流研
修センター改修工事

平成 28 年
10 月 5 日

（7,209,000 円）
7,020,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　藤田　光夫

東  舘  字
蔵屋敷地内

平成 28 年 10 月 5日～
平成 28 年 12 月 16 日
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第７回定例会
９月12日～16日

平
成
27
年
度
一
般
会
計

　
　

外
８
特
別
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審

査
意
見
書
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
外
８
特
別
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
決
算
認
定
９
件
、
報
告
１
件
、

専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
１
件
、
町
道
路
線
の
認
定
１
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算

９
件
の
合
計
22
案
件
の
う
ち
、
議
案
の
21
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
審
査
に
つ

い
て
は
、
去
る
８
月
17
日
か
ら

19
日
ま
で
の
３
日
間
及
び
８
月

22
日
か
ら
23
日
ま
で
の
２
日

間
、
計
５
日
間
、
鈴
木
邦
美
、

緑
川
裕
之
監
査
委
員
が
、
地
方

自
治
法
第
２
３
３
条
第
２
項
及

び
同
法
第
２
４
１
条
第
５
項
の

規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審
査

に
付
さ
れ
ま
し
た
平
成
27
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
外
８
特
別
会

計
の
決
算
並
び
に
諸
帳
簿
、
証

書
類
及
び
各
基
金
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
、
決
算
資
料
あ
る
い

は
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
例
月
出

納
検
査
の
資
料
を
参
考
に
、
ま

た
必
要
に
応
じ
て
は
関
係
者
の

説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
各
会
計
と

も
計
数
等
に
誤
り
は
な
く
、
正

確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
、
適
正

な
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
従
っ
て
適
正
に
且

つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
48
億
１
，
５

５
６
万
３
，
７
１
６
円
と
な
り
、

予
算
現
額
に
対
し
て
１
億
８
，

２
８
２
万
６
，
２
８
４
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算

額
は
43
億
３
，
６
０
３
万
９
，

８
０
９
円
と
な
り
、
予
算
現
額

に
対
し
て
６
億
６
，
２
３
５
万

１
９
１
円
の
不
用
額
が
生
じ
、

こ
の
内
４
億
３
，
４
４
０
万
２

千
円
が
繰
越
明
許
費
、
２
９
９

万
８
千
円
が
継
続
費
逓
次
繰
越

額
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
実
質

的
な
不
用
額
は
２
億
２
，
４
９

５
万
１
９
１
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
平
成
27
年
度
末
現
在
に

お
い
て
８
，
９
２
８
万
４
３
０

円
の
収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
未
収
入

額
の
整
理
は
、
喚
起
を
促
し
て

き
た
が
、
昨
年
度
と
比
較
す
る

と
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
は
下

が
っ
て
お
り
、
徴
収
体
制
を
新

た
に
検
討
し
、
実
効
性
の
あ
る

体
制
に
強
化
を
図
ら
れ
収
入
確

保
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
平
成
27
年

度
の
実
質
収
支
額
は
２
億
１
，

６
２
８
万
７
千
円
で
前
年
度
の

実
質
収
支
額
を
差
し
引
き
ま
す

と
単
年
度
収
支
額
は
１
億
１
２

４
万
７
千
円
と
な
り
、
こ
れ
に

基
金
積
立
金
３
億
１
，
５
２
６

万
５
千
円
を
加
え
、
基
金
取
り

崩
し
額
１
億
７
４
６
万
７
千
円

を
差
し
引
く
と
、
平
成
27
年

度
の
実
質
単
年
度
収
支
額
は

３
億
９
０
４
万
５
千
円
の
黒
字

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
積
立
金
の
平
成
27

年
度
の
積
立
額
は
２
億
92
万
５
，

４
４
０
円
、
取
り
崩
し
額
は
０

円
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
平
成
27
年
度
末
の
現
在

額
は
19
億
７
，
５
１
９
万
５
，

９
２
８
円
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
発
行
額
は
５
億
７
，
１
９

８
万
１
千
円
で
償
還
額
が
２
億

９
，
７
６
６
万
６
千
円
で
あ
り

平
成
27
年
度
末
の
現
在
高
は
39

億
８
，
０
１
６
万
７
千
円
と
な

り
、
前
年
度
末
よ
り
も
２
億
７
，

４
３
１
万
５
千
円
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
、
昨
年
度
よ
り
若

干
減
額
に
な
っ
た
も
の
の

１
億
２
０
０
万
７
，
７
９
６
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
事

業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
上
か

ら
も
、未
収
入
額
の
徴
収
に
は
、

な
お
、
一
層
の
努
力
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の

外
７
特
別
会
計
は
、
一
部
の
会

計
に
お
い
て
は
、
収
入
未
済
額

（
滞
納
額
）
が
生
じ
て
お
り
、

徴
収
に
一
層
の
努
力
を
望
む
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
剰
余
金
が
生
じ
て
決
算
を
了

し
、
関
係
諸
帳
簿
・
証
書
類
等

の
整
理
・
保
管
に
つ
い
て
は
良

好
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。　

　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で
は
、

毎
年
度
決
算
時
に
、
４
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
町
の

決
算
で
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
も
に
黒

字
で
赤
字
額
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

下
回
り
良
好
な
財
政
の
健
全
化

が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
意
見
書
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
当
局
の
日
頃
の
ご
精
励
に

敬
意
を
表
し
審
査
報
告
と
い
た

し
ま
す
。（
要
旨
）

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　

邦　

美

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

緑　

川　

裕　

之

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
議
案

第
87
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
議
案
第
88
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
89
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
議
案
第
90
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
議
案
第
91
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
議
案
第
92

号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
93
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定（
議
案
第
94
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
95
号
）

　

議
案
第
87
号
か
ら
議
案
第
95

号
は
、
去
る
８
月
17
日
か
ら
19

日
ま
で
の
３
日
間
及
び
８
月
22

日
か
ら
23
日
ま
で
の
２
日
間
、

計
５
日
間
、
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
ま
し
た
の
で
、
監
査
委

員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
の
認

定
に
付
す
る
も
の
で
す
。

2021

特

別

会

計

一

般

会

計

財
政
健
全
化

　
　

判
断
比
率
は
良
好

決

算

認

定

報　
　
　

告

平成２７年度 各会計別決算状況
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（単位：円） 　 

会　　計　　名 歳 入 額 歳 出 額
一　 般　 会　 計 4,815,563,716 4,336,039,809

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 844,027,084 843,477,116
水 道 事 業 276,309,081 206,761,346
工 場 団 地 造 成 事 業 6,446,593 4,359,372
宅 地 造 成 事 業 1,750,749 1,125,531
農業集落排水処理事業 31,286,125 30,075,385
介 護 保 険 575,264,217 527,598,467
後期高齢者医療保険 130,429,654 129,977,769
霊 園 事 業 849,927 111,937

　 基 金 名 　 平成27年度末現在高
矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,845,615
矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,388,160
矢 祭 町 福 祉 基 金 464,309,247
矢 祭 町 減 債 基 金 390,198,631
矢祭町 21・ふるさと人づくり基金 108,266,207
矢祭町ふるさとづくり基金 5,228,222
矢祭町地域産業振興基金 300,260,601
矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,827
矢 祭 町 学 校 基 金 1,987,609
矢 祭 町 高 田 基 金 103,474,795
矢祭もったいない図書館基金 1,137,516
矢 祭 町 復 興 基 金 50,993,348
矢祭町東日本大震災復興交付金基金 0
矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 1,975,195,928
国民健康保険給付費支払準備基金 4,190,780
介護保険給付費準備基金 4,000,000
介 護保険臨時特例基金 0
介護保険財政安定化基金特例交付金基金 0
矢祭町霊園管理運営基金 37,556

合　　　　　計 3,519,578,042

平成27年度　基金別決算状況
（単位：円）



◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て（
報
告
第
３
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
化

を
促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率

と
し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４

つ
の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
が
平
成
19
年
度

決
算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同

法
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第

22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
７
号　

平
成
28
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
96
号
）

　

民
生
費
県
補
助
金
、
蜂
防
護

服
の
購
入
費
、
矢
祭
小
学
校
の

備
品
購
入
費
、
国
道
３
４
９
号

改
良
工
事
に
伴
う
中
子
・
宮
平

遺
跡
の
試
掘
調
査
事
業
、
や
ま

つ
り
こ
ど
も
園
の
排
水
工
事
費

用
で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

処
分
を
し
ま
し
た
の
で
、
同
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
97
号
）

　

農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
は
、

活
動
に
応
じ
た
能
率
給
の
支
給

に
伴
い
、
当
該
区
分
の
支
払
根

拠
、
方
法
等
を
定
め
る
た
め
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
99
号
）

　

地
方
交
付
税
の
確
定
、
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
、
人

事
異
動
に
よ
る
人
件
費
、
法
人

町
民
税
の
還
付
金
及
び
公
有
財

産
購
入
に
伴
う
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
０
０
号
）

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制

度
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
、
人
事
異
動
に
伴
う
一
般
会

計
繰
入
金
及
び
平
成
27
年
度
の

繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
１
０
１
号
）

　

平
成
27
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
０
２
号
）

　

平
成
27
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
１
０
３
号
）

　

平
成
27
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
１
０
４
号
）

　

平
成
27
年
度
事
業
費
確
定
に

伴
う
国
庫
支
出
金
の
償
還
、
一

般
会
計
へ
の
繰
出
、
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
、
平
成
27
年
度

の
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
１
０
５
号
）

　

保
険
料
の
変
更
に
伴
う
広
域

連
合
納
付
金
、
平
成
27
年
度
の

繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
１
０
６
号
）

　

平
成
27
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第

１
０
７
号
）

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
、
有

収
率
向
上
の
た
め
の
漏
水
調

査
、
水
道
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
係

る
予
算
区
分
の
振
替
え
等
が
補

正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
98
号
）

　

国
道
３
４
９
号
の
上
関
河
内

バ
イ
パ
ス
が
完
了
し
、
旧
国
道

部
分
の
７
３
１
、
８
ｍ
に
つ
い

て
町
管
理
と
す
る
た
め
、
町
道

路
線
認
定
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
戸
塚
区
建
設
委
員
会　

委
員

長　

藤 

井 

隆 

之
さ
ん
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
戸
塚
区
消
防
自
動
車
機
械
置

場
及
び
屯
所
新
築
に
つ
い
て
の

陳
情

2223

　
　

公
道
沿
い
に
投
棄
さ
れ
る

ゴ
ミ
が
非
常
に
多
い
。
対
策
が

必
要
に
思
う
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

国
県
道
の
管
理
は
棚
倉
土
木

事
務
所
と
県
南
建
設
事
務
所
で

あ
り
、
こ
れ
ら
実
情
を
伝
え
対

策
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
道
に
つ
い
て

は
、
人
を
雇
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を

や
ら
せ
る
と
い
う
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
看
板
等
を
立
て

て
通
行
人
或
は
通
過
車
両
に
マ

ナ
ー
の
向
上
を
訴
え
て
い
く
以

外
に
方
法
は
な
い
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
ゴ
ミ
拾
い
は
で

き
な
い
か
。
須
賀
川
市
は
環
境

推
進
委
員
を
委
嘱
し
活
動
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

町
長

　

須
賀
川
市
の
例
を
勉
強
し
な

い
と
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
下

さ
っ
た
方
が
お
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
方
を
で
き
る
だ
け
見
つ

け
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
に
つ
き
ま

し
て
は
、
か
な
り
手
い
っ
ぱ
い

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

　
　

高
齢
化
に
よ
り
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
増
え
る
の
で
、

前
向
き
に
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

町
長

担
当
課
と
相
談
し
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

公
道
に
雑
草
が
繁
殖
し
、

路
面
劣
化
を
招
い
て
い
る
。
ま

た
、
沿
線
の
樹
木
が
伸
び
、
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
対

策
を
講
じ
て
ほ
し
い
が
、
町
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

月
２
回
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
状
況
把
握
し
、
必
要
な
箇

所
は
草
刈
り
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
草
が
生
え
る
ほ
ど
の

路
面
劣
化
は
把
握
し
て
お
ら

ず
、
具
体
的
な
場
所
が
あ
れ
ば

連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

国
県
道
は
、
事
業
調
整
会

議
で
町
長
か
ら
要
望
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
町
道
の
劣
化
把
握

は
Ｉ
Ｐ
告
知
で
周
知
し
、
情
報

収
集
で
き
な
い
か
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

限
ら
れ
た
予
算
で
あ
り
通
報

す
べ
て
へ
の
対
応
は
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。
必
要
な
個
所
は
町

で
判
断
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

国
道
路
面
の
劣
化
が
激
し

く
、
そ
れ
に
伴
う
騒
音
が
周
辺

住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
町
長
か
ら
事
業
調
整
会
議

で
県
へ
支
援
依
頼
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

町
長

　

住
民
か
ら
訴
え
が
あ
れ
ば
土

木
事
務
所
に
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
議
員
か
ら
も
そ
う
し
た

箇
所
が
あ
る
な
ら
ば
指
摘
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

久
慈
川
河
川
敷
の
樹
木
等

が
成
長
し
、
竹
藪
も
面
積
拡
大

し
て
い
る
。
水
害
や
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

河
川
敷
の
管
理
は
県
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
要
望
は
伝
え
て

あ
り
ま
す
。
県
の
回
答
は
、
出

水
時
の
流
水
阻
害
原
因
と
な
る

こ
と
か
ら
必
要
に
応
じ
伐
採
を

実
施
し
た
い
と
の
内
容
で
す
。

　
　

想
定
外
の
災
害
が
起
こ
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
県
へ

積
極
的
に
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

町
長

　

県
に
は
そ
の
都
度
要
望
し
て

お
り
ま
す
。
県
も
予
算
が
あ
り

す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

答問 問

問

青砥安彦議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
13
日
と
14
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
通
告
順
）

環
境
・
農
業
・
交
通

　
　

保
健
・
一
般
行
政

質
問　

環
境
対
策
に
つ
い
て

問

問

答

答

答

答 答

問

問答問答

条　
　

例

補

正

予

算

そ　

の　

他

陳　
　
　

情

平成28年度各会計別予算補正状況（９月第７回定例会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 　 

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 5,243,607 135,196 5,378,803

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 821,426 1,225 822,651

工場団地造成事業 3,299 △ 429 2,870

宅 地 造 成 事 業 7,001 125 7,126

農業集落排水処理事業 31,000 33 31,033

介 護 保 険 520,715 35,195 555,910

後期高齢者医療保険 134,911 951 135,862

霊 園 事 業 700 672 1,372

水道事業 収益的支出 134,659 826 135,485

報　

　

告

平成２８年度一般会計予算補正状況（専決第７号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 5,243,577 30 5,243,607

請願、陳情はその取扱いを議会運営

委員会で協議します。12 月定例会

に請願、陳情をされる方は平成 28

年 11月 25日までに提出願います。

請願・陳情について



　
　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地

が
増
加
の
一
途
で
あ
る
。
こ
の

現
状
を
ど
う
捉
え
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

現
状
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
景
観
作
物
等
栽
培

奨
励
事
業
、
そ
ば
・
大
豆
生
産

奨
励
事
業
、
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培

奨
励
事
業
の
３
つ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
抜
本

的
改
善
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
面
積
を
稼
げ
る
作
物
は
限

ら
れ
る
の
で
、
農
業
者
や
農
業

委
員
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
問
題
は
以
前
か
ら
検

討
さ
れ
て
き
た
。
他
自
治
体
も

同
じ
で
あ
り
本
当
に
難
し
い
。

放
っ
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
な

い
の
で
積
極
的
な
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

農
地
は
個
人
財
産
で
あ
り
、

所
有
者
が
ど
う
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
か
で
あ
り
ま
す
。一
方
、

全
て
を
再
生
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
国
も
再
生
で
き
な

い
も
の
は
非
農
地
化
す
る
考
え

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
国

の
方
針
、
所
有
者
の
意
向
、
農

業
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
後
継
者
育
成
も
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
の
農
業

政
策
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
の
か
町
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
　

町
長

　

本
当
に
難
し
い
問
題
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
１
人
が
新
規
就
農

し
、
県
の
認
定
を
受
け
補
助
金

を
も
ら
い
な
が
ら
農
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
魅
力
が
あ

り
儲
か
る
農
業
を
見
せ
る
こ
と

で
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
が

る
。
先
般
、
県
農
林
水
産
部
長

と
農
業
振
興
公
社
理
事
長
が
来

町
し
、
農
地
の
集
積
、
農
業
振

興
公
社
へ
の
委
託
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
農
地
が
点
在
す
る

本
町
で
は
な
か
な
か
難
し
い
問

題
で
す
。
今
回
、
黒
助
向
で
モ

デ
ル
地
区
が
で
き
ま
す
が
、
農

業
の
魅
力
を
発
信
し
後
継
者
育

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

石
井
地
区
の
久
慈
川
堤
防

沿
い
農
道
の
交
通
量
が
増
え
、

速
度
超
過
の
車
が
多
い
。
大
変

危
険
で
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

不
特
定
多
数
の
方
々
が
対
象

で
あ
り
、
た
い
へ
ん
難
し
い
問

題
で
あ
り
ま
す
。
個
人
の
交
通

安
全
意
識
に
訴
え
る
以
外
に
な

い
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。警
察
署
と
連
絡
を
密
に
し
、

交
通
安
全
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

農
道
の
出
入
り
口
に
看
板

を
掲
げ
て
い
た
だ
け
な
い
か
伺

い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

道
路
管
理
担
当
課
と
協
議
し

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

町
民
の
健
康
維
持
は
大
切

で
あ
る
。
健
康
づ
く
り
関
連
事

業
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

毎
週
火
曜
日
に
運
動
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
最
初
６
ヶ

月
間
は
開
発
セ
ン
タ
ー
で
手
軽

に
で
き
る
運
動
、
後
半
６
か
月

間
は
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
で
、
膝

や
腰
に
安
心
の
水
中
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
他
に
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
舘
山

荘
で
運
動
教
室
、
年
２
回
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
民
誰
も
が
運
動
に
親
し

み
、
体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
。
町
の
対
応
を
聞
い
た
が
、

こ
の
間
口
を
広
げ
対
象
や
年
齢

幅
を
広
げ
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

の
で
、
低
年
齢
化
を
含
め
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

私
か
ら
提
案
が
あ
る
。「
元

気
な
町
民
の
声
が
聞
こ
え
る
町

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
寝
た
き
り
に
な
ら

ず
、
長
寿
で
元
気
な
町
民
を
育

て
る
施
策
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
誰
も
が
参
加
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
を

お
願
い
し
た
い
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

健
康
に
自
信
の
あ
る
方
は
、

健
康
診
断
、
乳
が
ん
検
診
、
子

宮
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
が

低
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

し
て
も
参
加
者
は
限
ら
れ
て
い

る
の
か
な
と
い
う
気
が
し
て
お

り
ま
す
。
本
人
に
健
康
に
対
す

る
自
覚
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
笛
吹
け

ど
踊
ら
ず
の
現
状
で
あ
り
、
難

し
い
な
と
い
う
気
が
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
健
康
の
大
切

さ
を
訴
え
な
が
ら
運
動
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
検

討
課
題
の
一
つ
と
し
て
受
け
止

め
て
お
き
ま
す
。

　
　

２
０
１
６
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

遊
休
農
地
へ
の
課
税
強
化
が
図

ら
れ
る
と
の
報
道
を
目
に
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
詳
細

な
説
明
を
求
め
た
い
。
併
せ

て
、
町
と
し
て
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

農
地
の
評
価
は
、
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
農
地
は
通
常
の
土

地
よ
り
０
・
55
の
軽
減
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
遊
休
農
地

と
し
て
農
業
委
員
会
か
ら
勧
告

を
受
け
た
場
合
、
軽
減
が
外
れ

税
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
は
ま
だ
町
民
に
は

理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
。「
何
も
作
っ
て

い
な
い
畑
が
な
ぜ
税
金
高
く
な

問

問

答

る
ん
だ
」
と
問
い
合
わ
せ
が
来

る
。
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

町
長

　

農
業
委
員
会
で
遊
休
農
地
の

踏
査
を
し
て
お
り
、
農
家
は
承

知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
ま

す
。

　
　

町
長
答
弁
の
と
お
り
で
あ

り
、
農
家
が
ど
う
理
解
す
る
か

で
あ
る
。
再
度
、
農
家
に
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
設
置
し
、
各
地
区
を
回
る
体

制
を
取
り
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

出
張
役
場
の
利
用
状
況
と

今
後
の
利
用
促
進
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

利
用
状
況
は
、23
年
度
15
件
、

24
年
度
23
件
、
25
年
度
34
件
、

26
年
度
15
件
、
27
年
度
31
件
で

あ
り
ま
す
。

　
　

今
後
高
齢
化
が
進
み
運
転

免
許
証
の
返
納
が
多
く
な
り
、

出
張
役
場
制
度
が
活
き
て
く

る
。
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

行
政
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
後
も
様
々
な
機
会
を
と
ら

え
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

今
年
度
の
主
な
事
業
の
予

算
執
行
状
況
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

固
定
資
産
台
帳
整
備
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
３
月

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
開
発
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改

修
と
備
蓄
倉
庫
建
築
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

に
関
連
す
る
工
事
は
、
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
は
上
半
期
で
お
お
む
ね
発
注

し
て
お
り
ま
す
。
予
算
超
過
が

考
え
ら
れ
補
正
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
福
祉
施
設
整
備

事
業
は
造
成
工
事
、
取
り
壊
し

工
事
の
委
託
業
務
が
発
注
済
み

で
あ
り
ま
す
。
消
防
用
備
品
購

入
費
は
ポ
ン
プ
積
載
車
２
台
を

発
注
し
て
お
り
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
購
入
は
補
正
予
算
が
可
決

次
第
、発
注
予
定
で
あ
り
ま
す
。

防
犯
灯
整
備
事
業
は
調
査
業
務

を
発
注
済
み
で
、
調
査
業
務
終

了
次
第
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
整

備
工
事
を
発
注
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
事

業
は
設
計
業
務
を
委
託
済
み

で
、
設
計
書
が
で
き
次
第
、
工

事
発
注
予
定
で
お
り
ま
す
。
屯

所
新
築
も
同
じ
く
設
計
書
が
で

き
次
第
、
工
事
発
注
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
水
道
事
業

は
４
か
所
現
在
工
事
中
で
あ
り

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

主
な
事
業
と
し
て
、
町
道
山

野
井
・
天
神
沢
線
は
近
日
中
に

竣
工
い
た
し
ま
す
。
矢
祭
中
学

校
線
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
工
事
待
ち

で
、
近
い
う
ち
に
竣
工
で
き
ま

す
。
小
学
校
外
構
工
事
は
来
年

２
月
に
完
了
予
定
で
進
め
て
お

り
ま
す
。
町
道
、
農
道
、
林
道
、

各
種
維
持
工
事
は
概
ね
予
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
入
札
の
執
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

中
学
校
施
設
の
修
繕
工
事
で

す
が
、
旧
東
舘
小
か
ら
の
エ
ア

コ
ン
移
設
、
北
校
舎
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
も
既
に
完
成
し
て
お

り
ま
す
。
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
改

修
工
事
は
こ
れ
か
ら
発
注
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
４
月
か
ら
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
「
義
務

教
育
学
校
」
が
制
度
化
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
設
置
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
と
課

題
、
一
貫
教
育
の
本
町
の
導
入

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

実
践
校
か
ら
聞
く
主
な
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
生
徒
指
導

上
の
問
題
発
生
件
数
・
不
登
校

の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

或
い
は
児
童
生
徒
の
学
力
が
向

上
し
た
、
教
職
員
が
授
業
の
工

夫
・
改
善
の
場
面
が
見
ら
れ
た

な
ど
教
職
員
の
教
育
へ
の
意
識

が
向
上
し
た
。
統
一
さ
れ
た
教

育
目
標
、
或
は
教
育
課
程
に
よ

る
人
格
形
成
、
学
習
効
果
、
そ

し
て
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
解
消

が
図
ら
れ
た
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
本
町
の
小
中
一
貫

校
の
導
入
に
つ
い
て
お
伺
い
を

致
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

本
町
で
導
入
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
鑑

み
て
現
状
で
は
慎
重
に
検
討
が

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
す
ぐ
小
中
一
貫

校
と
し
て
、
或
は
義
務
教
育
学

校
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考

え
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
は
検
討
が
必
要
な
時
期
も

来
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
安
全

運
用
対
策
と
総
務
省
の
青
少
年

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と
依

存
傾
向
に
関
す
る
調
査
結
果
の

中
で
、
ネ
ッ
ト
依
存
は
悪
影
響

が
出
て
い
る
。
本
町
の
現
状
と

今
後
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

東
白
川
郡
の
校
長
協
議
会
の

小
・
中
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
た
資
料
で
、
小
学
校
、
中
学

校
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
「
自

分
専
用
の
機
器
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ソ
コ

ン
は
小
学
校
６
名
・
中
学
校
は

10
名
、
携
帯
電
話
は
小
学
校
12

名
・
中
学
校
３
名
、
ス
マ
ー
ト
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フ
ォ
ン
は
小
学
校
11
名
・
中
学

校
36
名
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

小
学
校
27
名
・
中
学
校
49
名
、

ネ
ッ
ト
接
続
の
ゲ
ー
ム
機
が
小

学
校
１
４
１
名
・
中
学
校
89
名

で
、
専
用
機
を
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
の
は
小
学
校
40
名
・
中

学
校
29
名
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
か
か
わ
る
機
器

を
持
っ
て
い
る
、
特
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
小
中
学
生
が
多
い
と
い
う

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
自
分

専
用
以
外
で
も
毎
日
使
っ
て
い

る
機
器
は
何
で
す
か
」
と
い
う

事
で
は
、
小
学
校
で
は
主
に
パ

ソ
コ
ン
16
名
・
中
学
校
11
名
、

携
帯
電
話
は
小
学
校
18
名
・
中

学
校
１
名
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
小
学
校
49
名
・
中
学
校
61

名
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
小
学

校
44
名
・
中
学
校
51
名
、
ネ
ッ

ト
接
続
の
ゲ
ー
ム
機
が
小
学
校

70
名
・
中
学
校
38
名
、
よ
く
使

う
も
の
は
な
い
と
い
う
の
は
小

学
校
92
名
・
中
学
校
12
名
と
や

は
り
、
高
学
年
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
機
器
を
使
っ
て
い
る
の

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
１

日
ど
の
位
使
う
の
か
」
に
つ
い

て
は
、
30
分
未
満
が
小
学
校
45

名
・
中
学
校
13
名
、
１
時
間
以

内
が
小
学
校
38
名
・
中
学
校
30

名
、
課
題
と
し
て
は
こ
の
４
時

間
か
ら
５
時
間
で
す
ね
。
小
学

校
２
名
・
中
学
校
８
名
、
５
時

間
以
上
が
小
学
校
２
名
・
中
学

校
７
名
で
か
な
り
時
間
を
か
け

て
使
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
の
園

庭
と
矢
祭
小
学
校
の
校
庭
の
一
般

開
放
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

こ
ど
も
園
で
は
、
既
に
平
成

26
年
11
月
か
ら
土
日
・
祝
祭
日

は
開
放
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
土
曜
日
は
、
幼
児

教
育
部
の
預
か
り
、
保
育
部
の

土
曜
保
育
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

保
育
の
方
に
支
障
が
な
い
範
囲
内

で
開
放
と
い
う
こ
と
で
利
用
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
ど
も
園
の
入
り
口
の
と

こ
ろ
に
使
用
上
の
注
意
と
か
喚

起
し
開
放
す
る
こ
と
を
告
知
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

空
家
対
策
の
推
進
の
た
め

に
平
成
27
年
５
月
26
日
か
ら
空

家
対
策
特
別
措
置
法
が
完
全
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
の
空

家
対
策
へ
の
影
響
と
推
進
計
画

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

今
般
８
日
の
日
に
入
札
を
行

い
、
空
家
等
調
査
の
委
託
業
務

を
発
注
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
推

進
計
画
は
第
６
条
に
空
家
等
対

策
計
画
と
い
う
も
の
を
市
町
村

は
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
と

な
っ
て
お
り
義
務
付
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
空
家
等
調
査
の
完
了
を

待
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

東
舘
区
内
に
空
家
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
壊
の
危
険
な
状
態
で

現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
ま
す
。
行
政
の
判
断
で
対

処
の
方
法
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

ご
指
摘
の
家
屋
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
側

で
の
対
応
で
す
が
、
原
則
と
し

て
主
に
考
え
ら
れ
る
の
は
建
築

基
準
法
に
よ
る
行
政
代
執
行
で

す
が
、
厳
密
な
手
続
き
を
踏
ま

な
く
て
は
難
し
く
、
消
防
法
に

も
火
災
・
防
災
の
予
防
の
観
点

か
ら
同
様
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、

執
行
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
道
路
管
理
者

と
し
て
の
第
１
の
責
務
と
し
て

は
、所
有
者
に
撤
去
を
依
頼
し
、

費
用
も
所
有
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
　

町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
の
中
で
、
新
築
す
る

こ
と
の
考
え
は
あ
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

町
に
は
５
つ
町
営
住
宅
が
あ

り
ま
す
が
、
矢
祭
町
公
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、
公
営

住
宅
需
要
量
を
推
計
し
て
お
り

ま
す
が
、
79
世
帯
と
い
う
こ
と

で
現
在
の
４
つ
の
団
地
で
賄
え

る
量
と
い
う
こ
と
で
現
時
点
で

は
新
築
の
必
要
性
は
な
い
か
な

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
、

総
合
計
画
の
中
で
、若
者
定
住
、

子
育
て
支
援
と
い
う
よ
う
な
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
の
整
合
性
を
見

な
が
ら
町
営
住
宅
の
在
り
方
、

新
築
若
し
く
は
改
築
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

心
身
障
害
児
、
障
害
者
の

療
育
と
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

本
町
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

８
月
末
現
在
、
身
体
障
害
者

手
帳
交
付
者
４
名
、
療
育
手
帳

交
付
者
10
名
で
手
帳
交
付
の
障

害
児
は
14
名
で
す
。
手
帳
交
付

を
し
な
く
て
、
医
師
の
診
断
書

に
よ
り
支
援
を
受
け
て
い
る
方

も
６
名
お
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
児
に
関
す
る
支
援
は
、

障
害
児
通
所
支
援
で
、
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
医
療
型
児
童
発
達
支
援
・

保
育
所
等
訪
問
支
援
・
障
害
児

相
談
支
援
が
あ
り
、
昨
年
度
は

延
べ
10
名
の
障
が
い
児
の
方
に

支
援
し
て
お
り
ま
す
。
助
成
額

は
７
８
０
万
４
，
９
５
４
円
、

本
年
度
も
同
様
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
８
月
末
現
在
で
延
べ

12
名
で
４
５
２
万
６
，
７
５
８

円
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
交
付
者
２
５
３
名
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳
交
付
者
26

名
、
療
育
手
帳
交
付
者
44
名
で

合
計
３
２
３
名
の
方
で
す
。
障

害
者
に
関
す
る
支
援
は
、
必
要

な
支
援
の
度
合
い
、
障
害
支
援

区
分
に
よ
り
障
害
支
援
区
分
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
市
町
村
が
行
う
支
援
は
自

立
支
援
給
付
で
、
介
護
給
付
・

訓
練
等
給
付
・
自
立
支
援
医

療
・
補
装
具
等
で
す
。
昨
年
、

支
援
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
延

べ
88
名
で
助
成
額
は
１
億
１
，

２
６
１
万
５
，
５
６
７
円
で
、

本
年
度
は
８
月
末
現
在
で
延
べ

82
名
で
助
成
額
４
，
８
３
２
万

３
，
０
４
５
円
の
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。
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少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
導
入
さ
れ
活
用
が
進
む
、
不

妊
治
療
へ
の
助
成
制
度
で
あ
り

ま
す
。
本
町
は
予
算
で
75
万
円

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
制
度
利
用
を
何
組
位
見
て
お

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
１
回
あ

た
り
の
治
療
助
成
額
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

75
万
円
の
予
算
の
内
容
で
す

が
、
上
限
15
万
円
の
方
４
名
、

上
限
７
万
５
千
円
の
方
を
２
名

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
治
療
内

容
に
よ
り
助
成
額
の
上
限
が
２

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
助
成

対
象
者
は
福
島
県
の
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
決
定
を
受

け
た
者
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
県
と
町
か
ら
助

成
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　

町
交
通
指
導
車
で
す
が
、

平
成
16
年
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
や
ま
つ
り
支
部
か
ら
寄
贈

さ
れ
て
か
ら
、
も
う
12
年
目
に

な
り
、
距
離
数
は
30
万
㎞
に
な

り
ま
す
。
や
は
り
、
矢
祭
町
の

交
通
安
全
運
動
の
顔
で
も
あ
り

ま
す
。
更
新
を
頂
き
町
内
を
中

心
に
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
う

の
で
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　

町
長

　

交
通
指
導
車
で
す
が
、
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
非

常
に
町
と
し
て
も
有
り
難
く
大

事
に
使
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
近

年
故
障
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
予
算
ど
う
な

り
ま
す
か
、
今
、
手
探
り
中
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
出
来
る
限

り
議
員
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
方
向
で
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

東
舘
地
区
50
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
業
基
盤
整
備
は
、
昭
和
50

年
に
完
了
し
40
年
が
経
過
し

て
、
現
在
は
大
型
機
械
に
よ
る

農
作
業
が
中
心
で
す
。
高
齢
化

社
会
に
入
り
優
良
農
地
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
若
い
後
継
者

が
い
な
い
家
庭
で
高
齢
者
が
耕

作
す
る
上
で
も
、
或
は
次
の
時

代
を
担
う
若
い
人
た
ち
が
農
業

に
従
事
し
て
頂
く
た
め
に
も
、

一
日
も
早
い
農
道
の
舗
装
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
長　

　

農
道
・
林
道
の
舗
装
の
要
求

が
出
る
た
び
に
、
個
人
の
財
産

管
理
の
た
め
の
道
路
で
あ
ろ
う

と
、
そ
う
い
う
お
話
を
し
て
お

り
ま
す
。
生
活
道
路
と
し
て

使
っ
て
い
る
農
道
林
道
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
公
共
の
道
路
と
し

て
舗
装
も
必
要
か
な
と
。
た

だ
、
国
の
財
政
が
益
々
厳
し
く

な
り
、
交
付
税
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
減
少
し
て
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

周
り
の
環
境
を
見
な
が
ら
、
出

来
る
限
り
町
民
の
生
活
の
場
の

確
保
の
た
め
に
は
町
の
予
算
も

割
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
担
当

課
の
方
で
調
査
を
さ
せ
ま
す
の

で
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
よ
ろ

し
く
お
酌
み
取
り
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

学
校
環
境
整
備
、
校
務
員

さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
６
校
が
２
校
と
な
り
、
３

倍
充
実
し
て
頂
け
る
と
考
え
ま

す
が
。

　
　

教
育
課
長

　

小
学
校
６
校
・
中
学
校
１
校

に
こ
ど
も
園
の
管
理
を
含
め
校

務
員
１
人
で
７
カ
所
を
賄
っ
て

い
た
と
い
う
状
況
で
し
た
。
学

校
敷
地
の
状
況
は
、
学
校
の
数

だ
け
で
は
計
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
小
学
校
の
方
に
シ
フ

ト
割
合
を
多
く
し
て
、
中
学
校

は
週
１
回
程
度
の
割
合
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
充

実
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
の
管
理
に
つ
い
て
は
学
校

に
お
任
せ
を
し
て
い
る
の
で
、

学
校
か
ら
校
務
員
に
指
示
し
、

指
示
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
十
分
作
業
が
な
さ
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
す
。

　
　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
整

備
を
効
率
的
に
管
理
す
る
に

は
、
そ
れ
に
合
っ
た
機
械
化
に

よ
る
も
の
も
必
要
か
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
機
械
化
を
考
え
て
い
る
か

ど
う
か
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

子
供
た
ち
の
数
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑
草

の
生
え
て
く
る
状
況
も
著
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
の
在

り
方
を
も
う
少
し
効
率
よ
く
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
、
い
き
な
り
動
力
の
機
械
化

に
な
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま

だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
出
来
る
限
り
整
備

の
効
率
化
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

閉
校
し
た
４
校
の
施
設
、

と
に
か
く
内
部
を
早
く
整
理
す

べ
き
と
強
く
感
じ
、
こ
の
行
動

は
地
域
の
皆
様
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
、
な
し
得
な
い
と
思
い

ま
す
。
早
期
の
対
応
は
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
地
域
の
方
に
有

効
に
再
利
用
が
で
き
れ
ば
、
興

味
を
引
く
方
法
で
あ
れ
ば
、
一

部
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る

よ
う
な
こ
と
も
一
考
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
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か
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

今
、
各
校
に
眠
っ
て
い
る
備

品
に
つ
い
て
、
中
身
を
き
ち
ん

と
精
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各

校
単
位
で
一
カ
所
に
集
め
て
、

町
民
の
目
に
と
め
て
頂
く
と
い

う
こ
と
が
、
先
ず
必
要
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
公
共
施
設
や
地
域
の
集
会

施
設
で
の
活
用
を
優
先
に
さ

せ
、
次
に
町
民
の
方
に
活
用
・

再
利
用
す
る
た
め
の
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
十

分
考
え
た
い
こ
と
で
あ
り
、
あ

る
程
度
、
値
段
を
付
け
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
額

と
決
算
額
の
著
し
い
額
の
差
異

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
予

算
不
足
の
無
い
よ
う
に
不
用
残

と
い
う
形
で
残
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
に
つ
い
て
は
、
矢

祭
小
学
校
の
建
設
費
に
お
い
て

当
初
予
算
15
億
数
千
万
円
を
計

上
し
て
、
最
終
的
に
前
払
い
金

の
み
の
支
払
い
５
億
数
百
万
円

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
よ
そ
10
億
円
の
差
が
出

て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に
は

５
億
８
千
万
程
度
の
差
異
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
経
過
で
す
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
、
他
の
町

村
で
は
２
億
円
・
３
億
円
と
収

納
し
て
、
自
治
体
内
部
の
特
産

品
消
費
拡
大
を
し
て
い
る
。
町

内
の
活
性
化
に
努
め
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
に
つ

い
て
は
、
増
加
傾
向
か
な
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の

本
旨
に
賛
同
し
て
頂
い
て
い
る

方
で
、
返
礼
品
の
魅
力
よ
り
も

町
の
政
策
に
共
感
し
て
頂
い
て

い
る
方
が
多
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
　

国
道
１
１
８
号
東
舘
〜
戸

塚
の
歩
道
整
備
改
良
計
画
と
事

業
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
道
１
１
８
号
山
野
井
工
区

に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
要

望
も
強
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
要

望
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
８
月
23
日
か
ら
25
日

の
３
日
間
か
け
、
地
元
へ
最
初

の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

県
か
ら
の
内
容
で
は
今
年
度
、

測
量
設
計
、
地
質
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
と
。
歩
道

幅
員
２
・
５
メ
ー
ト
ル
、
車
道

幅
員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
の
全
幅

10
・
５
メ
ー
ト
ル
で
計
画
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
整
備
区
間
に

つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
１
キ
ロ

と
い
う
事
で
す
。

　
　

町
道
高
萩
線
入
山
か
ら
奥

の
沿
線
草
刈
り
と
側
溝
管
理
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

刈
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
場
で
処
理
し
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
依
頼
し
て
お
り
ま

す
。
出
来
る
だ
け
良
い
形
で
出

来
る
よ
う
に
シ
ル
バ
ー
人
材
と

も
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
側
溝
の
管
理
を
シ
ル

バ
ー
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
で

す
が
、
か
な
り
目
詰
ま
り
が
ひ

ど
い
状
態
で
あ
る
と
シ
ル
バ
ー

人
材
で
は
手
作
業
に
な
る
の

で
、
逆
に
高
く
つ
く
か
な
と
思

い
ま
す
。
側
溝
の
様
子
を
見
る

た
め
雨
の
日
に
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

町
で
行
わ
れ
て
い
る
公
共

工
事
入
札
の
仕
組
み
と
実
行
に

つ
い
て

　

入
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の

中
か
ら
、
今
回
こ
の
事
業
を
こ

の
入
札
で
行
い
ま
す
と
い
う
ふ

う
に
最
終
的
に
決
定
を
な
さ
る

の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

地
方
自
治
法
、
同
施
行
令
、

矢
祭
町
財
務
規
則
、
こ
れ
ら
の

基
準
に
従
い
ま
し
て
、
基
本
的

に
は
工
事
担
当
者
が
ま
ず
検
討

い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
後
、
工

事
担
当
課
長
、自
立
総
務
課
長
、

副
町
長
、
最
終
的
に
町
長
の
決

裁
を
経
て
決
ま
る
と
い
う
事
で

す
。

　
　

入
札
の
一
番
の
方
法
の
基

本
軸
と
い
う
の
は
、
一
般
競
争

入
札
で
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

は
い
、
そ
の
通
り
で
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
入
札
を
見
て

み
ま
す
と
、
一
般
競
争
入
札
と

い
う
今
の
基
準
は
ほ
と
ん
ど
な

く
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
町
が
一
般
競
争

入
札
を
導
入
し
て
い
な
い
理
由

と
い
う
の
は
主
に
ど
う
い
う
事

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
指

名
競
争
入
札
と
い
う
制
度
を
採

用
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
地
方
自
治
法
施
行
令

第
１
６
７
条
に
よ
り
ま
し
て
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
こ
と
が

出
来
る
場
合
と
い
う
こ
と
が
列

記
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の
性
質
・

目
的
が
一
般
競
争
入
札
に
適
さ

な
い
と
い
う
と
き
に
は
出
来
る

と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

一
般
競
争
入
札
に
適
さ
な

い
と
は
ど
う
い
う
理
由
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

一
般
競
争
入
札
で
す
と
、
広

告
な
ど
発
注
へ
の
事
務
作
業
が

繁
雑
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
町

で
は
一
般
競
争
入
札
で
は
な

く
、
指
名
競
争
入
札
が
適
し
て

い
る
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
　

指
名
競
争
入
札
を
す
る
場

合
の
指
名
業
者
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
決
め
て
お
り
ま
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

基
本
的
に
は
工
事
等
指
名
運

営
委
員
会
を
役
場
内
に
組
織
し

て
お
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
お
い

て
設
計
額
１
，
５
０
０
万
円
以

上
に
つ
き
ま
し
て
は
審
議
を
し

て
、
そ
こ
で
決
定
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
誰
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、副
町
長
・

自
立
総
務
課
長
・
町
民
福
祉
課

長
・
事
業
課
長
、
以
上
で
す
。

　
　

今
般
行
わ
れ
て
い
る
最
低

制
限
価
格
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
最
低
制
限
価
格

を
決
め
て
お
る
の
は
誰
で
す

か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

実
質
的
に
は
工
事
担
当
者
が

い
ろ
い
ろ
な
計
数
を
も
と
に
積

算
を
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
最
終
的
に
決
定
者
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
れ
ば
、
こ
れ

は
町
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　

こ
の
最
低
制
限
価
格
は
平

成
27
年
度
か
ら
で
す
か
、
そ
れ

と
も
平
成
28
年
度
工
事
か
ら
で

す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

28
年
度
か
ら
で
す
。

　
　

こ
の
最
低
制
限
価
格
を
導

入
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

国
の
文
書
で
指
導
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
最
低
制
限
価
格
を

設
け
る
と
い
う
こ
と
を
現
在
適

用
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

最
低
制
限
価
格
を
こ
れ
以

降
、
矢
祭
町
は
行
っ
て
い
き
ま

す
よ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
議

会
の
場
で
の
説
明
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
公
金

を
使
う
の
に
入
札
方
式
を
し
か

も
変
え
る
、
そ
う
い
っ
た
方
式

を
変
え
る
の
に
町
民
に
知
ら
せ

る
代
人
た
る
議
員
の
方
に
、
事

前
の
説
明
が
な
い
の
は
何
故
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
国
の
方
か

ら
平
成
26
年
10
月
付
の
文
書

で
、
各
全
国
の
市
町
村
に
文
書

通
達
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
文

書
に
従
っ
て
現
在
の
方
式
に
し

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

応
札
者
で
あ
り
ま
す
町
内
の

建
設
業
者
に
つ
い
て
は
通
知
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
　

町
が
勝
手
に
行
っ
て
、
応

札
す
る
業
者
さ
え
知
っ
て
い
れ

ば
、
議
会
と
一
般
町
民
に
は
導

入
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
な
く
て

も
い
い
と
い
う
事
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

こ
れ
は
役
場
内
で
協
議
し

て
、
各
課
と
も
協
議
し
た
中
で

こ
う
い
う
方
法
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
決
定
し
た
わ
け
で
す
。

　
　

町
長　

　

こ
の
総
務
省
と
国
交
省
の
通

達
の
中
で
、
議
会
へ
の
報
告
義

務
と
い
う
も
の
は
う
た
わ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
　

予
定
価
格
と
最
低
制
限
価

格
、
こ
れ
の
公
表
に
つ
い
て
な

ん
で
す
が
、
最
低
制
限
価
格
が

公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

で
す
か
。

　
　

町
長　

　

公
表
す
る
場
面
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
、
後
々
ま

で
い
ろ
い
ろ
支
障
が
ご
ざ
い
ま

す
。
公
表
す
る
と
次
の
入
札
或

は
そ
の
次
の
入
札
等
に
、
歩
掛

り
が
わ
か
る
わ
け
で
す
か
ら
、

次
の
入
札
か
ら
業
者
は
そ
の
割

合
に
よ
っ
て
入
札
し
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
　

総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
の
名
前
で
通
達
が
さ
れ
て
い

る
、
こ
こ
の
６
ペ
ー
ジ
に
「
事

前
公
表
の
あ
る
場
合
に
は
こ
れ

を
取
り
止
め
契
約
締
結
後
の
公

表
と
す
る
こ
と
」
そ
う
明
記
さ

れ
て
る
ん
で
す
よ
。
こ
っ
ち
は

構
わ
な
い
ん
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

通
達
の
６
ペ
ー
ジ
、
低
入
札

価
格
制
度
を
導
入
し
な
さ
い
と

言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
対
策
と
い
う
こ
と
で
、

通
達
の
中
に
事
後
公
表
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
事
実
か
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
一
方
で
、
全
国

的
に
事
後
公
表
を
し
て
い
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
も
多
数
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
で
福
島

県
は
ま
だ
公
表
し
て
い
な
い
と

い
う
も
の
に
倣
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
と
い
う
事
で
す
。

　
　

公
表
は
し
て
い
ま
せ
ん
よ

ね
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

公
表
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

町
が
そ
の
業
者
に
落
札
を

し
た
後
、
そ
の
施
工
の
内
容
を

き
ち
ん
と
確
認
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
。
今
、
矢
祭
町
の
行
わ

れ
て
い
る
工
事
が
、
ほ
と
ん
ど

が
指
名
業
者
で
は
な
く
て
下
請

け
で
施
工
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

こ
の
辺
は
ど
う
い
う
確
認
と
指

導
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。　

　
　

自
立
総
務
課
長

　

工
事
の
施
行
に
つ
い
て
は
、

契
約
を
い
た
し
ま
し
て
、
現
場

代
理
人
・
主
任
技
術
者
と
い
う

名
簿
を
提
出
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
に
施
行
計
画
書

も
あ
り
ま
し
て
、
丸
投
げ
と
い

う
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
中
に
は
専
門
的
な
工

事
の
種
類
も
あ
り
ま
す
の
で
請

け
負
っ
た
方
が
、
必
要
な
業
者

を
選
定
し
て
施
工
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
請

負
業
者
が
全
責
任
の
中
で
動
い

て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、
発
注
者
と
施
工

業
者
と
両
方
の
責
任
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
の
確
認
と
書

類
を
適
正
に
や
ら
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
内
容
の
質
問
で
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

発
注
者
が
無
関
係
だ
と
い
う

意
味
で
申
し
上
げ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
関

係
は
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

そ
の
通
り
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
責
任
施
工
と
い
う
こ
と
で

こ
の
請
負
業
者
が
全
責
任
を

以
っ
て
現
場
の
完
成
に
当
た
る

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

下
請
け
に
出
し
た
場
合
、

ど
う
い
う
書
類
を
求
め
て
提
出

す
る
義
務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　

事
業
課
長

　

下
請
け
に
出
し
た
場
合
に
は

当
然
、
施
工
計
画
書
の
中
で
協

議
を
す
る
と
と
も
に
、
下
請
け

に
出
す
際
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
き
ち
ん
と
提

出
す
る
と
い
う
こ
と
で
き
ち
ん
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と
受
け
取
っ
て
保
管
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

下
請
け
業
者
へ
の
下
請
け

金
額
も
入
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

　
　

町
長　

　

下
請
届
に
は
何
千
万
以
下
と

か
何
百
万
以
下
と
か
そ
う
い
う

範
囲
の
届
は
出
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
明
細
は
承
知
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
　

そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
で

す
か
、
事
業
課
長
。

　
　

事
業
課
長

　

詳
細
な
金
額
、
そ
こ
ま
で
は

出
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長
、
一
般
競
争
入

札
を
し
な
さ
い
と
、
こ
の
通
達

の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
守
ら
な
く
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争

入
札
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
総
務
課
長
が
申
し
あ
げ
た

と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
当
然

一
般
競
争
入
札
を
し
ま
す
と
ど

う
い
っ
た
業
者
が
応
札
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。
更
に
言
う
と
、

事
業
規
模
の
小
さ
い
場
合
、
応

札
が
あ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら

な
い
と
い
う
中
で
は
、
矢
祭
町

で
普
段
発
注
す
る
工
事
に
つ
い

て
、
指
名
競
争
入
札
を
選
択
す

る
と
い
う
の
は
合
理
的
か
な
と

い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　

指
名
競
争
入
札
を
実
施
す

る
と
い
う
の
は
、
矢
祭
町
で
と

い
う
こ
と
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
矢
祭
町
の
業

者
を
守
る
と
い
う
事
で
す
か
。

　
　

町
長

　

一
般
競
争
入
札
に
す
れ
ば
金

額
の
大
き
い
も
の
に
は
多
分
大

手
業
者
が
参
入
し
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
町
内
の
業
者
、
今
、

７
社
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

が
町
内
の
住
民
で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
業
者
を
守
っ
て
や
る
と

い
う
こ
と
は
、
町
内
の
住
民
の

仕
事
の
確
保
に
つ
な
が
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
町
内
業
者

の
育
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
て
、
矢
祭
町
は
大
部
分
が
町

内
業
者
を
指
名
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

入
札
を
行
う
中
で
、
総
合

評
価
は
な
ぜ
導
入
し
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

総
合
評
価
の
導
入
に
つ
い
て

は
現
在
は
導
入
し
て
い
な
い
と

い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指

名
競
争
入
札
で
あ
れ
ば
価
格
の

面
で
そ
の
落
札
者
が
決
定
す
る

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
総
合
評
価
に
な
り
ま

す
と
価
格
以
外
の
技
術
点
も
考

慮
し
て
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て

総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
専
門
的
な
知
見
も
な

い
事
、
そ
れ
か
ら
こ
の
方
式
を

導
入
し
て
い
る
市
町
村
も
現
在

は
な
い
と
い
う
事
で
す
の
で
、

矢
祭
町
も
導
入
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

こ
の
総
合
評
価
と
い
う
の

は
、
そ
の
内
容
を
ち
ゃ
ん
と
精

査
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
で
す

か
ら
、
専
門
性
が
な
い
か
ら
、

た
だ
業
者
が
入
札
、応
札
価
格
、

そ
れ
で
あ
っ
て
さ
え
い
れ
ば
工

事
の
中
身
は
目
を
通
さ
な
く
て

も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
よ
、
そ
れ
で
は
。
そ
う
い
う

事
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
か

ら
、
総
合
評
価
を
導
入
し
な
さ

い
と
国
は
言
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

矢
祭
町
の
工
事
の
概
要
に
つ

き
ま
し
て
は
、
金
額
的
に
も
一

般
的
な
表
現
で
申
し
上
げ
れ

ば
、
大
規
模
な
工
事
と
い
う
の

は
そ
う
そ
う
ご
ざ
い
ま
せ
ん

し
、
矢
祭
町
に
お
い
て
総
合
評

価
を
導
入
す
る
必
要
の
あ
る
工

事
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
解
釈

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

他
も
や
っ
て
い
な
い
か
ら

い
い
ん
だ
、
じ
ゃ
、
こ
れ
、
他

が
や
り
始
ま
っ
て
か
ら
し
か
や

ら
な
い
と
い
う
事
で
す
か
。
そ

れ
ま
で
は
内
容
の
精
査
も
せ
ず

に
こ
の
ま
ま
や
る
と
い
う
事
な

ん
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

総
合
評
価
方
式
を
採
用
し
た

と
仮
定
し
ま
す
と
、
そ
の
応
札

者
か
ら
は
施
工
計
画
書
、
あ
る

い
は
配
置
予
定
の
技
術
者
の
能

力
、
企
業
の
施
工
実
績
、
諸
々

の
書
類
の
提
出
も
ご
ざ
い
ま
す

し
、
大
変
時
間
も
要
す
る
作
業

と
な
り
ま
す
。
現
在
の
矢
祭
町

の
施
行
し
て
い
る
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
設
計
を
し
ま
し
て

福
島
県
の
共
通
仕
様
書
の
中
で

ほ
ぼ
対
処
で
き
る
工
事
内
容
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
総
合
評
価

方
式
は
導
入
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

能
力
が
な
い
人
が
工
事
を

や
っ
て
い
て
も
い
い
と
い
う
事

な
ん
で
す
ね
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
工
事
に
お
き
ま

し
て
、
そ
の
よ
う
な
粗
悪
な
工

事
は
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に

理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

あ
る
日
あ
る
時
か
ら
町
民

に
説
明
も
な
く
し
て
、
最
低
制

限
価
格
を
導
入
す
る
、
工
事
に

何
の
違
和
感
も
手
抜
き
も
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
安
い
金
額
で
工

事
を
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
、

現
行
通
り
の
ほ
う
が
町
民
、
町

に
と
っ
て
の
負
担
は
少
な
く
て

済
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん

で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

繰
り
返
し
で
大
変
恐
縮
で
す

が
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
国

か
ら
の
指
導
文
書
が
ご
ざ
い
ま

し
た
の
で
、
こ
の
最
低
制
限
価

格
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　

入
札
及
び
契
約
の
過
程
並

び
に
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
、

審
査
及
び
意
見
の
具
申
等
を
行

う
入
札
監
視
委
員
会
の
第
三
者

機
関
の
設
置
を
始
め
る
、
こ
れ

も
通
達
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
入
札
を
相
談
す
る
人
は
役

場
の
中
の
職
員
で
や
る
け
れ
ど

も
決
ま
っ
て
か
ら
は
何
も
や
ら

ず
に
第
三
者
機
関
の
監
視
委
員

会
も
設
置
し
な
い
。
こ
れ
は
ど

う
な
ん
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

そ
う
い
っ
た
組
織
は
現
在
組

織
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
最
低

制
限
価
格
の
設
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
や
は
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

受
注
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
防
止
す
る
、
或
は
現
在
の
情

勢
と
し
て
資
材
の
高
騰
、
労
働

者
の
不
足
そ
う
い
っ
た
も
の
に

よ
り
ま
す
対
応
と
し
て
、
国
が

発
出
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
矢
祭
町
で
第
三
者
機
関
と

い
う
も
の
を
現
在
設
置
す
る
必

要
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

総
務
課
長
、
入
札
の
契
約

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
事
で
す

か
。
ど
う
い
う
重
み
を
も
つ
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

計
画
さ
れ
ま
し
た
工
事
に
つ

い
て
、
完
了
を
目
的
に
施
工
業

者
と
か
わ
す
契
約
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

た
だ
、
こ
の
契
約
が
守
ら

れ
て
い
な
い
。
山
野
井
・
天
神

沢
線
道
路
改
良
工
事
、
町
道
矢

祭
中
学
校
線
道
路
改
良
工
事
、

契
約
期
間
遅
れ
で
す
よ
ね
。
契

約
の
重
み
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
事
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
遅
れ

た
業
者
は
そ
の
ま
ま
延
々
と
繰

り
返
し
て
事
業
を
ど
ん
ど
ん

取
っ
て
い
る
。
契
約
違
反
の
業

者
が
で
す
よ
。

　
　

事
業
課
長

　

山
野
井
・
天
神
沢
線
、
中
学

校
線
が
契
約
違
反
で
あ
る
と
い

う
ご
指
摘
で
し
た
の
で
、
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
事
だ
け
お
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
契
約
の
中
で
、
そ
の

後
事
後
発
生
し
た
事
象
等
々
に

つ
い
て
は
、
双
方
で
話
し
合
う

と
い
う
規
定
を
申
し
入
れ
て
ご

ざ
い
ま
す
。そ
れ
に
つ
い
て
は
、

双
方
協
議
の
う
え
、
工
期
を
延

長
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ

に
は
契
約
違
反
と
い
う
も
の
は

な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。

　
　

総
合
評
価
は
や
り
ま
せ
ん

と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
片
方

で
現
に
こ
う
や
っ
て
２
つ
も
３

つ
も
工
事
遅
れ
し
て
い
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
約
束
は
破
る
た

め
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
。

　
　

事
業
課
長

　

総
合
評
価
に
関
し
て
言
え

ば
、
仕
様
の
固
ま
っ
て
い
な
い

部
分
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
存

在
す
る
工
事
に
対
し
て
適
用
す

る
こ
と
で
、
こ
の
仕
様
の
固

ま
っ
て
い
な
い
部
分
に
業
者
の

創
意
工
夫
を
活
か
せ
る
方
式
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
価
格
競

争
が
ふ
さ
わ
し
い
工
事
、
総
合

評
価
が
ふ
さ
わ
し
い
工
事
そ
う

い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
山
野
井
・
天
神
沢
線
に
つ

い
て
は
仕
様
が
固
ま
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
総

合
評
価
を
導
入
す
れ
ば
工
期
は

伸
び
な
か
っ
た
と
い
う
ご
指
摘

だ
と
す
る
と
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
で
は
な
い
か
。
中
学
校

線
の
遅
れ
に
関
し
て
も
総
合
評

価
と
は
全
く
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
学
校
に
関
し
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
や
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
逆
に
総
合
評
価

の
最
た
る
も
の
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
総
合
評
価
方
式
を

と
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　

あ
な
た
は
総
合
評
価
を
否

定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
今
導
入
し
な
い
こ
と
を
正
当

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け

で
、
現
に
こ
う
や
っ
て
い
く
つ

も
の
工
事
遅
れ
を
出
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
の
反
省
が
ま
る
で

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
れ

で
は
。

　
　

事
業
課
長

　

工
期
の
遅
れ
に
関
し
て
は
、

総
合
評
価
方
式
導
入
す
る
こ
と

で
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ご
指
摘
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

担
当
課
と
し
て
は
総
合
評
価
方

式
と
い
う
の
は
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
を
補
う
方
式
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で

把
握
し
て
い
る
範
囲
で
の
事
実

を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
い
う
の

は
、
総
合
評
価
を
更
に
進
め
た

も
の
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
逆
に
総
合
評

価
方
式
を
導
入
し
て
も
な
お
、

逆
に
生
じ
た
問
題
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
事
実
関
係
を
申
し

上
げ
た
だ
け
で
す
。

　
　

今
回
こ
の
入
札
ず
っ
と
閲

覧
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
マ
ネ
ー
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ

る
物
だ
け
特
定
の
業
者
が
落
札

し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
、

不
自
然
に
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　

町
長

　

あ
く
ま
で
入
札
行
為
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
ど
な
た
が
落
札
し

よ
う
と
も
不
自
然
と
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
　

最
低
制
限
価
格
を
設
け
始

ま
っ
て
、
多
分
一
番
こ
れ
が
極

め
て
異
例
な
ケ
ー
ス
だ
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、
１
億
３
，

９
４
４
万
２
，
１
４
８
円
、
こ

の
価
格
に
対
し
て
落
札
額
１
億

３
，
９
４
４
万
２
，
０
４
９
円
、

１
０
８
円
の
差
額
。
落
札
可
能

性
率
99
・
９
９
５
６
％
。
こ
う

い
う
こ
と
が
現
に
発
生
し
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
が
絶
対
な
い
ん

だ
と
い
う
事
で
は
な
い
と
は
私

は
思
う
の
で
す
が
、
中
々
こ
れ

は
一
般
的
に
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
ふ
う
に
町
民
の
方
々
は
ざ

わ
ざ
わ
と
し
て
い
る
と
い
う
現

実
が
あ
る
。町
長
、如
何
で
し
ょ

う
か
、
こ
う
い
う
落
札
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
。

　
　

町
長

　

ど
の
業
者
も
同
じ
よ
う
な
積
算

を
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
入
札
行

為
で
す
か
ら
私
ど
も
の
関
知
す

る
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
般
開
か
れ
た
９
月
８
日

入
札
、
こ
れ
は
何
件
あ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

工
事
に
関
し
て
は
７
件
の
入

札
を
実
施
し
た
と
い
う
ふ
う
に

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
事
案
の
う
ち
何
件
が

落
札
し
て
お
り
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

落
札
は
４
件
で
す
。

　
　

現
段
階
で
７
件
出
し
て
３

件
不
落
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
果
た
し
て
如
何
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
事
業
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
足

り
な
い
の
か
、
何
か
理
由
的
な

も
の
は
事
業
課
長
的
に
は
感
じ

て
い
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

特
に
不
落
が
続
い
た
時
期
に

関
し
て
は
単
価
で
す
ね
、
県
の

方
も
高
め
に
見
直
す
、
そ
し
て

歩
掛
り
に
つ
い
て
も
高
め
に
見

る
と
い
う
よ
う
な
変
更
を
す
る

こ
と
で
対
応
し
、
ま
た
、
業
者

の
方
か
ら
も
、
ち
ょ
っ
と
設
計

が
厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
よ
う
な

話
は
、
当
時
、
聞
き
ま
し
た
の
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◎
監
査
内
容

10
月
21
日
・
24
日
・
25
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
26
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
平
成
27
年
度
町
道
山
野
井
・

　

天
神
沢
線
道
路
改
良
工
事
（
繰

　

越
事
業
）

・
平
成
27
年
度
矢
祭
中
学
校
線

　

道
路
改
良
工
事（
繰
越
事
業
）

・
平
成
28
年
度
矢
祭
中
学
校
特

　

別
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

・
平
成
28
年
度
矢
祭
中
学
校
北

　

校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事

・
平
成
28
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど

　

も
園
園
路
排
水
工
事

・
平
成
27
年
度
矢
祭
小
学
校
体

　

育
館
・
プ
ー
ル
新
築
工
事（
繰

　

越
事
業
）

・
平
成
28
年
度
矢
祭
小
学
校
外

　

構
工
事

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認

　

２
箇
所
（
中
石
井
字
小
野
沢
外
）

・
平
成
28
年
度
矢
祭
町
山
村
開

　

発
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

・
平
成
28
年
度
水
道
基
幹
改
良

　

事
業
配
水
管
布
設
替
第
２
回

　

工
事

・
平
成
28
年
度
水
道
基
幹
改
良

　

事
業
配
水
管
布
設
替
第
３
回

　

工
事

10
月
27
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
小
学
校
、
山
村
開
発
セ

　

ン
タ
ー
、
矢
祭
中
学
校
、
や

　

ま
つ
り
こ
ど
も
園

で
、
そ
の
あ
た
り
見
合
う
工
事

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
。
こ
れ
は
県
の
基
準
に

従
っ
て
お
り
、
町
の
積
算
ど
う

の
こ
う
の
と
い
う
事
で
は
な
く

全
国
的
な
話
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
面
は
多
少
な

り
と
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。

　
　

矢
祭
町
の
願
っ
て
の
発
展

は
、
農
林
業
に
負
う
と
こ
ろ
が

絶
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
林
道

に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
、
本
町

の
中
心
事
業
よ
り
大
き
く
外
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
山
林
の
育
成
・
伐
採
・
搬

出
に
大
事
な
林
道
が
、
近
年
、

ず
た
ず
た
に
壊
れ
て
お
り
、
折

角
の
林
道
が
そ
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
新
規
の
林
道
開
設
は

極
め
て
費
用
対
効
果
の
点
か
ら

み
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

従
っ
て
、
本
町
全
盛
時
代
に

町
の
中
心
事
業
と
し
て
巨
額
な

資
金
を
投
入
し
て
整
備
さ
れ
た

既
存
の
林
道
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
大
事
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
林
道
西
原
線
や
沼

畑
線
な
ど
は
、
過
半
の
台
風
等

に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
林
道
と
し

て
の
用
を
足
し
て
い
な
い
現
況

で
す
。
こ
の
際
、
そ
れ
ら
の
維

持
修
理
等
に
力
を
入
れ
、
本
町

に
と
っ
て
大
事
な
林
業
の
再
生

に
力
を
注
ぐ
べ
き
と
存
じ
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
林

道
を
議
員
各
位
で
視
察
し
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
と
存

じ
ま
す
。
所
信
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

矢
祭
町
に
と
り
ま
し
て
、
農

業
・
林
業
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
ま
す
。
林
道
の
維
持
管
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
の
林
道

愛
護
組
合
に
あ
る
程
度
お
任
せ

し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
林
道

西
原
線
、
沼
畑
線
は
愛
護
組
合

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
荒
れ

放
題
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
愛
護
組
合
の
あ
る
林
道
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
方
々

が
か
な
り
の
労
働
力
を
投
入
し

て
維
持
管
理
に
努
め
て
く
れ
て

お
り
ま
す
。
愛
護
組
合
が
な
い

も
の
に
町
と
し
て
力
を
入
れ

る
と
い
う
の
は
、
根
本
か
ら

ち
ょ
っ
と
外
れ
て
い
る
の
か
な

と
い
う
気
は
し
ま
す
が
、
山
林

所
有
者
や
地
域
の
皆
様
の
そ
う

し
た
要
望
が
あ
れ
ば
少
し
で
も

前
向
き
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
な
と
そ
う
い
う

気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

林
業
振
興
に
あ
た
り
路
網
整

備
と
い
う
も
の
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
地

元
で
維
持
し
て
頂
い
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
個
人
財
産

の
維
持
管
理
と
い
う
側
面
が
非

常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
、
愛
護
組
合
等
々
に
依
頼

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
林
業

関
係
の
予
算
を
き
ち
ん
と
確
保

す
る
た
め
に
も
林
道
の
み
な
ら

ず
森
林
の
団
地
化
、
森
林
の
整

備
な
ど
に
も
目
を
向
け
た
、
そ

う
い
っ
た
地
元
の
要
望
を
お
見

せ
い
た
だ
け
れ
ば
精
一
杯
ご
要

望
に
沿
え
る
よ
う
に
関
係
者
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

関
岡
地
区
の
農
業
用
水
堰

が
老
朽
化
に
よ
り
腐
食
し
、
使

用
す
る
に
あ
た
り
困
難
を
期
し

て
い
ま
す
。
農
林
業
が
元
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
、
本
町
の
願
っ
て
の
発

展
が
足
踏
み
し
て
し
ま
う
と
考

え
、
こ
の
改
良
修
繕
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

非
常
に
大
規
模
な
用
水
堰
で

あ
り
、
受
益
者
だ
け
で
の
負
担

で
の
修
繕
は
非
常
に
大
変
か

な
と
い
う
気
は
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
こ
れ
も
町
の
財
産

に
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
利

用
者
は
受
益
者
で
あ
り
ま
し
て

受
益
者
が
負
担
す
る
の
は
当
然

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
以
前

に
も
用
水
の
修
理
補
助
、
各
地

の
堰
や
ポ
ン
プ
の
修
繕
等
に
も

補
助
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
い
う
形
で
補
助
金
を

出
せ
る
か
そ
う
し
た
こ
と
も
検

討
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

頭
首
工
等
、
そ
う
い
っ
た
負

担
の
大
き
い
も
の
に
対
す
る
町

の
助
成
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
個
別
具

体
的
な
案
件
に
つ
い
て
も
今
後

課
内
及
び
町
長
と
詰
め
な
が
ら

ご
返
答
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

28
年
度
中
に
は
方
向
づ
け

し
た
い
と
い
う
事
で
す
が
、
石

井
小
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て
は

福
祉
施
設
関
係
の
建
築
へ
、
関

岡
小
学
校
の
跡
地
は
役
場
庁
舎

へ
と
６
月
に
一
般
質
問
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　

町
長

　

石
井
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
し
た
目
的

で
改
修
し
た
い
な
と
言
う
こ
と

で
、
現
在
コ
ン
サ
ル
に
設
計
の

委
託
中
で
あ
り
ま
す
。
関
岡
小

学
校
は
６
月
議
会
で
も
２
番
議

員
か
ら
役
場
庁
舎
に
変
更
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ま
だ
そ

の
方
針
を
練
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
役
場

庁
舎
を
移
転
す
る
と
い
う
よ
う

な
そ
こ
ま
で
の
私
の
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
将
来

は
町
の
重
要
な
役
場
庁
舎
を
移

す
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
は

な
い
の
か
な
と
い
う
気
は
し
て

お
り
ま
す
。
も
う
少
し
時
間
を

頂
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

定
期
監
査
実
施

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、10
月
21
日
、

24
日
、
25
日
、
26
日
、
27
日
の
５
日
間
、
鈴
木
邦
美
、
緑
川
裕
之
監

査
委
員
は
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の

管
理
、
工
事
内
容
と
進
捗
状
況
、
各
学
校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

「定期監査をする

監査委員」
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本多勇也議員

農
林
業
・
一
般
行
政

質
問　

林
業
の
発
展
と
現
況
に

つ
い
て

質
問　

道
ヶ
作
堰
の
改
良
修
繕

に
つ
い
て

質
問　

学
校
跡
地
に
つ
い
て

★ 

８
月

４
日　

第
１
回
３
支
部
合
同
防

　
　
　

犯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

８
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

３
回
臨
時
会(

塙
町
東

　
　
　

白
衛
生
組
合
会
議
室)

　
　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
推

　
　
　

薦
会
（
第
１
会
議
室
）

10
日　

第
３
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

17
〜
23
日　

決
算
審
査
（
土
日

　
　
　

除
く
）

24
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副

　
　
　

議
長
・
事
務
局
長
研
修

　
　
　

会
（
福
島
市
）

25
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

東
白
衛
生
組
合
決
算
審

　
　
　

査
（
塙
町
東
白
衛
生
組

　
　
　

合
会
議
室
）

27
日　

百
歳
賀
寿(

ユ
ー
ハ
イ

　
　
　

ム
矢
祭)　

★ 

９
月

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会

６
日　

東
白
川
防
犯
協
会
連
合

　
　
　

会
定
期
総
会
（
棚
倉
町
）

12
日　

全
員
協
議
会

12
〜
16
日　

第
７
回
定
例
会

15
日　

決
算
特
別
委
員
会

17
日　

校
歌
お
披
露
目
コ
ン
サ

　
　
　

ー
ト
（
矢
祭
小
学
校
体

　
　
　

育
館
）

18
日　

矢
祭
町
敬
老
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

交
通
安
全
祈
願
祭
（
関

　
　
　

岡
地
内
）

25
日　

県
南
地
方
総
合
防
災
訓

　
　
　

練(

鮫
川
村)

★ 

10
月

１
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
運

　
　
　

動
会

２
日　

第
18
回
み
ち
の
く
シ
ニ

　
　
　

ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

（
町
営
運
動
場
）

７
日　

防
犯
協
会
３
支
部
防
犯

　
　
　

パ
レ
ー
ド

８
日　

は
な
わ
育
成
園
ガ
ー
デ

　
　
　

ン
パ
ー
テ
ィ
（
塙
町
）

10
日　

第
31
回
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ

　
　
　

ー
ル
大
会
（
関
岡
ゲ
ー

　
　
　

ト
ボ
ー
ル
場
）　
　
　

13
日　

第
４
回
東
白
衛
生
組
合

　
　
　

議
会
定
例
会
（
塙
町
・

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
会
議
室
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
棚
倉

　
　
　

町
）

16
日　

矢
祭
町
消
防
団
秋
季
検

　
　
　

閲
（
矢
祭
中
学
校
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日
〜
27
日　

定
期
監
査(

土

　
　
　

日
除
く)

23
日　

白
河
市
市
制
施
行
10
周

　
　
　

年
記
念
式
典
・
文
化
交

　
　
　

流
館
コ
ミ
ネ
ス
開
館
記

　
　
　

念
式
典

25
日　

全
員
協
議
会

29
日　

矢
祭
小
学
校
学
習
発
表

　
　
　

会　
　
　
　
　
　

31
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　

研
修
会
（
郡
山
市
）

議会の動き

問

答

答問

答

問

答

答



人　口 ６,０７２人（－   9）
男 ２,９９０人（－   7）
女 ３,０８２人（－   2）
世　帯 ２,０９２世帯（＋ 1）

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
髙畠　碧

あ お の

乃 9/15 秀樹 ・ 奈々緒 関　岡

菊池　すず 9/18 勝 ・ 真由美 中石井

佐藤稟
り ん の す け

之甫 10/16 繁 ・ 綾香 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
加藤　キミ 95 明 9 / 25 小田川
鈴木　芳子 73 利雄 9 / 27 東　舘
益子　アサ 89 芳雄 10 / 3 宝　坂
菊池　紀子 51 亮 10 / 6 下石井
髙信　怡彦 72 武 10 / 7 東　舘
関根　二智 87 森一 10 / 11 内　川
鈴木とみ江 68 重貞 10 / 12 中石井
富永　賢一 81 光一 10 / 20 大　垬
松本トシ子 84 浩一 10 / 23 茗　荷

●お悔み申し上げます（敬称略）

固定資産税▶４期
国民健康保険税▶６期
介護保険料▶６期
後期高齢者医療保険料▶４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（水）

●今月の納税

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談



お子さん　古市にこちゃん（１）
お父さん　翔さん　　お母さん　あゆみさん　　

【関岡在住】

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●３歳児健康診査
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●６か月児・11か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）
●リトミック
　山開（10：30～11：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●矢祭読書の日 ●心の健康相談会

　    山開（10：00～16：00）
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 12/1 2 3
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●第21回矢祭ふれあい駅伝競走大会 ●運動教室

　山開（10：00～11：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


